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１．目的

鉄筋腐食によるＲＣ高架橋の経年劣化対策として，その劣化した部

分をはつり取り，ポリマーセメントモルタルで修復するいわゆる断面

修復工法により補修を行っている．供用中の補修であるため，施工中

や施工直後に振動等の影響を受けることとなる．そのため，付着強度

の確保は重要な品質管理項目となっている．

品質管理には，建研式付着試験器を用い，基準強度を 1.0N/mm2以上

とした付着試験を行っている．しかし，付着試験は，値のバラツキが

あることや，補修材と母材の界面でなく，母材で破断するケースも多

い．母材で破断した場合には，断面修復材の付着力を正しく評価して

いない場合もある．そのため，母材自身の付着力（引張強度）を脆弱

部のはつり後，断面修復前に付着試験と同等に試験を行った結果，母

材自体は基準値以上の強度があり，母材の強度不足以外にも要因があることがわかった．そこで，母材破断の

要因を推定し，その改善策を提案することを目的とする．

２．付着試験結果に及ぼす要因

断面修復施工後に付着試験を行った結果，破断面に母材コンクリートが付着した状態のものが多く，特に母

材が薄膜状に剝がれたものについては，はつり作業の影響により母材にマイクロクラック等の不具合を発生し

ている可能性が考えられる．また，実構造物で，建研式付着試験器を使用する際に，垂直に載荷できない場合

があるため付着力を正しく評価していない可能性があることが考えられる．これらの要因を改善するため，試

験方法の改良およびはつり方法の改善を行った．

３．付着試験方法の改良

建研式付着試験器は，平らな面での試験を前提とされてお

り，凸凹した面での試験を行うに場合は，垂直に載荷するこ

とができず，表－１に参考例を示すように，垂直に載荷した

場合と比較してかなり小さな結果となることが

考えられる．そこで，垂直に載荷可能なように，

3 本の足の長さをそれぞれ調節できるように改

良をし，試験を実施した．建研式付着試験器の脚

および改良した脚を図－２に示す．

４．はつり方法による付着性状の比較

はつりによる母材への影響を極力少なくする

ため，はつり方法や，ブラスト処理の有無，表面

改質剤の塗布等の付着強度におよぼす影響につ
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図－１ 建研式付着試験器

標準 1° 3° 5°
付着強度 1.67 1.26 1.07 0.68

（％） 100 76 64 41

表－１ 傾斜による付着強度の違い

改良後改良前

図－２ 付着試験器固定部の改良
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荒はつり

↓ 配力筋裏付近まで

仕上げはつり

↓ 配力筋裏2cm程度

仕上げ

荒はつり ｴｱー ﾁｯﾊﾟｰ４番

配力筋

主筋

仕上げ面範囲

仕上げはつり範囲

図－３ はつり手順

いて比較した．はつりは，図－３に示すように，表面から配力筋

の裏付近まで，荒はつり，それ以降配力筋の裏２cm程度までは，

仕上げはつり，そのあとに，仕上げを行うこととし，荒はつりに

はエアーチッパー，仕上げはつりには，ベビーチッパーや平ノミ

を，仕上げに，ジェットタガネやダイヤモンドカップあるいはサ

ンドブラスト等を用いて行った．また，極力母材に影響を与えな

いようにチッパーなどの動力工具を使用する場合は，図－２に示

すように，はつり面に対して 45°以下の角度で作業を行うこと

とした．使用した器具を図－５に，結果を図－６に示す．

これらの結果をみると，すべてのデータではないが，仕上げ処理を行ったものは，行っていないものと比較

すると付着強度の平均値は上昇している．

エアーチッパー ベビーチッパー 平ノミ

図－５ 使用機材
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付着試験結果 平均値

1 2 3 4 平均
1 なし 1.66 1.12 1.03 1.19 1.25
2 ｼﾞｪｯﾄﾀｶﾞﾈ 1.39 1.62 1.27 1.36 1.41

3
ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ

2.16 2.09 1.75 1.22 1.81

4
ｼﾞｪｯﾄﾀｶﾞﾈ→
ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｶｯﾌﾟ 2.32 1.72 0.45 1.32 1.45

5
ｼﾞｪｯﾄﾀｶﾞﾈ→
ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ 1.01 1.19 2.09 1.40 1.42

6 改質材塗布 1.55 1.80 1.09 1.34 1.45

母材付着強度
はつり面仕上げ

図－６ はつり面仕上げ方法による付着強度の比較

５．まとめ

ＲＣ高架橋の断面修復を行った際，値のバラツキ及び付着強度の低下について，試験方法やはつり方法，は

つり面仕上げの施工条件について様々な改善を試みた．その結果として，改善を講じない場合と比較して全て

ではないが，付着強度を向上させることができた．その中でも，サンドブラストを用いた施工が比較的安定し

た数値かつ高い付着強度を得られることが判り，改善効果を確認することができた．

図－４ はつり角度

45°以下

10mm程度

・エアーチッパー・電動チッパーでもマイ

クロクラックを発生させる可能性がある．

・影響範囲は概ね 10mm程度
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